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企業概要 JSRの誕生 

1957年 

合成ゴムの国産化を使命として 

日本合成ゴム株式会社(現：JSR株式会社)は 

半官半民の国策企業として誕生した 



JSRの会社概要 

 設立年月日 ー1957年12月10日 
 資本金    ー23,320百万円  
 企業理念   ーMaterials Innovation  
    マテリアルを通じて人間社会(人・社会・環境)に貢献します。 

 売上高/営業利益（連結） 

ー386,709百万円 / 33,633百万円 （2015年度実績） 

 連結従業員数 ー6,587名（2016年3月31日現在）  

  事業所 
ー汐留東京本社、四日市工場・研究所 
 筑波研究所、千葉工場 、鹿島工場、名古屋ブランチ 
ーその他海外9ヶ国31拠点 

 製品 ― ①石油化学系事業 ②ファイン事業 ③戦略事業 
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企業概要 

http://www.jsr.co.jp/ir/maruwakari_advantage3-1.shtml
http://www.jsr.co.jp/ir/maruwakari_advantage3-2.shtml
http://www.jsr.co.jp/ir/maruwakari_advantage3-2.shtml


JSRのグローバル展開 

欧州 
 ハンガリー 
 ベルギー 
 ドイツ 

日本 
 

汐留 四日市  
筑波 千葉 
鹿島 名古屋 
大阪 川崎 
北杜 佐賀  
 
 
 

台湾 
 台中 新竹 

中国 
 上海 天津 
 北京 広州 
 佛山 香港 

東南アジア 
 タイ 
 インドネシア 

韓国 
 ソウル オーチャン 

9ヵ国、31拠点において、グローバルに事業展開を行っています 

アメリカ 
 サニーベール（CA）        オルバニー(NY) 
 シンシナティ（OH）     ポートランド(OR) 
 ホワイト・プレインズ（NY）ダーラム（NC） 

企業概要 
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化工系エンジニアの
仕事 



①研究開発→合成技術の開発  

②生産技術開発→プロセス開発 

③パイロット検討  

④プラント建設  

⑤製造プラント運営  

⑥品質管理  

⑦安全・環境技術 

→化工系出身者の活躍の場は、限られるのでは？ 

化学製品を製造するためは・・・ 



→製品化に係る大半の業務を担う！ 

ベンチ・パイロットプラント 

開発から製造までの基本フロー 

探索 
研究 

工業化 
検討 

開発 
基礎研究 

基本 
設計 

予算化 
詳細 
設計 

建設 製造 
保証 
運転 

Chemist Operator 

実験室 
コマーシャルプラント 

同時並行的・PDCA的に進む 

化工系社員の担当業務・職務の範囲 

Chemical Engineer 
                  EPC (Engineering～Construction) 



・製造プロセスの設計？ 

  →化工計算の世界（反応、蒸留、熱交換etc） 

  →エンジニアリング会社のイメージ 

・プロセス開発から製造まで エンジニアリング会社へ委託？ 

★JSRの考え方 

 合成技術開発の段階から製造、安全、環境技術開発を 

 一貫して行う。 

  

 開発段階から製造まで化工系技術者の活躍の場がある！ 

化工系 出身者の活躍の場は？ 



● 設備設計・エンジニアリングを

一通り習得する

●

検討手法に加え

に伴う影響、効果その他を

●製造のイロハ（SQCDE 他)

   現場改良・改善　の基礎を学ぶ

手を動かした研究開発により

大きな条件変更、プロセス変

実体験にて学ぶ■　製造現場

■　J&V等新規拠点

　　 Project

■　エンジニアリング

部門

■ プロセス開発部門

製造

スタッフ

プロセス開発

Engineer

設備設計

Engineer

新人

Sub-

Pro.Manager

係長

Project

Manager

Proj.

Member

課長、部長

業務を通して、自然に育成（開発・エンジニアリング・マネージメント等） 

化工系社員の担当業務・職務の範囲 
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人材育成 CDP制度 

◆Career Development Program制度 
 

  入社後の10年間を能力確立期と位置づけ、事務系・技術系問わず、 

  およそ2回配置転換し3部署を経験する制度で、30年近く運用しています。 
 

   ・技術系：事業分野を大きく跨ぐ異動もあり 

          (石油化学系事業のR&D→ファイン系事業の製造技術など) 
 

 

 

◆狙い 
 (1) 多様な業務・経験を通して、基本能力を高め、社員本人の考え方・知識・視野を広げる。 
 (2) 異なる上司による多面的な評価により、本人の強みや適性を確認する。 
 (3) 将来マネジメントする立場になったときに、多面的な視点から意思決定が可能な人材へと成長する。 
 (4) 人材の交流により固有の技術を他部署と共有し、更に組織力・技術力を向上させる。 

キャリア形成への意識を高め、社員のスキル・組織力の向上を目指しています。 

入社3・6・9年目に、自己申告をする 
CDP面談があります。 
※毎年上司とキャリアに関する面談あり。 



JSRのインターンシップ 

開始年度 － 2007年～毎年実施中 
化工系学生の受入数 － 累計16名 
選考 ー 書類選考、個人の技術面接 
実習期間 ー 8月～9月の内、2週間 
               (実稼働10日間) 
実習場所 － JSR株式会社 四日市工場 
実習テーマ(例) － 
①S-SBRプラント溶媒精製プロセスの最適条件の検討 
②熱交換器導入による排熱の有効利用について 
③JSR四日市工場動力課における排熱の回収 
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2016年に実施したインターンシップ 

学生 － 化工系専攻 修士1年 
実習テーマ － S-SBRプラント溶剤精製系の最適化 
実習内容 － プロセスシミュレーターや様々な化学工学の計算を

用い、現在のプラントにおける問題(溶剤精製)の解決。 

四日市工場  
S-SBR製造プラント（７万トン） 



2016年に実施したインターンシップ 
習得内容 ー  
①学習中の化工系知識が、どのように企業に活かせるか 
②コスト感、納期、安全等、企業で重要なこと 
 
感想 －  
①教科書にあるような基礎的な内容の重要性を痛感 
②得られた多数のデータや結果を、 
  いかにわかりやすくまとめて人に伝えるかという、新たな視点 



 
 

ご清聴頂きありがとうございました。 


